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あなたは知らない間にお金をドブに捨てている！！ 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

全３０ページの 
【無料レポート】 

著作権と免責事項について 
このレポートの著作権は（有）ブリッジカンパニーにあります。 
このレポートの一部、または全部を、無断転載、無断複製、またはインターネット上

で公開することを固く禁じます。 
本レポートに掲載されている内容を行うにあたり、いかなる損害が発生しても責任は

負いかねますので、全て自己責任で行うこととします。 

 ガソリン代の値上がりはコントロールできへんけど、 

支払うガソリン代を節約できることを知っとる者はおらんのー。 

今日もあちこちのお金が泣いとるわい・・・とほほ 
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● はじめに 

本無料ｅ－ｂｏｏｋは、昨今のガソリン価格の高騰を受けまして、車を

運転される多くの方に、主に燃費の向上を実現していただくお手伝いに

なれればと思い作成をいたしました。 

しかしながら、ガソリン代節約はもとより、近年地球温暖化の環境

問題に伴い、ＣＯ２削減などの問題も無視できない状況にあります。 

映画｢デイ・アフタートゥモロー｣では、温暖化の影響は北極、南極

の氷が解けて海面が上昇するだけでなく、そこから地球のバランス

が崩れはじめ、氷河期が訪れるのだと警鐘を鳴らしています。 

｢デイ・アフタートゥモロー｣とは、英語で“あさって”という意味になります。 

私達は明日のことは考えられますが、なかなかあさってのことは考えることが出来ま

せん。 

あさってがこの映画のタイトルになっているのは、あさっての危機管理意識を持とう

というメッセージです。 

さらに、あさってのことも考えられずに、１年後や未来のことなどとても考えられない

ということが、この映画の強力なメッセージになっています。 

本無料ｅ－ｂｏｏｋが、少しでもあなたの車の燃料費節約とＣＯ２削減のきっかけとな

り、あさってや１年後、あるいは未来の環境が今よりも良くなるきっかけになりまし

たら幸いです。 

尚、本無料ｅ－ｂｏｏｋの内容は、主に一般的なガソリン乗用車の燃費向上に向けて

製作いたしました。 

したがいまして、チューニングを施してスポーツ走行を楽しまれる方や、ディーゼル

車にお乗りの方には、一部異なる意味合いの内容もございますが、ご理解願います。 
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１章 そもそも燃費とは 

そもそも一言で燃費を表現しますと、車が１リットル当たりの燃料で、何キロ走行す

ることが出来るのかを表します。 

単位に表すと、日本ではｋｍ/Ｌと用いられるのが一般的です。 

ちなみに外国では、逆に１００ｋｍ走るのに何リットルの燃料を使用したのかという

単位（Ｌ/１００ｋｍ）を用いられる方法が多く見受けられます。 

燃費を計測するには、満タン法という方式を用いるのが一般的です。 

満タン法とは、ガソリンスタンドで燃料を満タンにして、トリップメーター（距離  

メーター）を０ｋｍに合わせた状態から走行を始めて、次回満タンに給油するまでに

走行した距離を、給油時に入った燃料の量で割って求めます。 

 

               

 

満タン法で燃費を求める数式は次の様になります。 

 

走行した距離÷使用した燃料の量＝燃費（燃量消費率）ｋｍ/Ｌ 

 

この時の燃費の数値は大きい方が、より少ない燃料で長い距離を走行できるというこ

とになります。 

最近では燃費計が、標準で装備されている車種も増えています。 

燃費計にはリアルタイムに平均燃費などが表示されますので、燃費の状態を常に意識

しながら走行出来るようになり、省エネ運転にも一役買っているようです。 
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(１) 燃料をいちばん消費するポイントを知ろう 

普段、自動車を走らせる時には、いったいどんな場面で燃料が消費されるかをご存知

ですか？ 

自動車の走行には次の４つの動作があります。 

走行全体（発進から停止まで）の動作を１００％として、それぞれの動作における燃

料消費の割合を示してみました。 

    〔動作〕      〔全体の走行に対する燃料消費（使用）の割合（％）〕 

① 発進・加速     ３５％ 

② 巡航（ある程度一定の速度で走行している状態）  ４５％ 

③ 減速    ５％ 

④ 停止    １５％                 （ＪＡＦさんから引用） 

 

このデータを分析してみましょう。 

まず①の発進・加速の動作では、燃料を消費する割合が全体の３５％も占めています。 

例えば、自転車で発進・加速をした時に、ペダルを漕ぐ足には負荷が掛かり、余分に

力（エネルギー）を入れて漕がないとスピードは上がりませんよね。 

同じ様に車も発進・加速時には負荷が掛かるため、余分にエネルギーを必要とします。 

この時必要なエネルギーは、燃料をさらに燃やして補います。ですから発進・加速の

動作では、燃料を消費する割合は多くなるわけです。 

次に②の巡航の動作は、４つの走行動作の中でも燃料を消費する割合が一番多い  

４５％となっています。 

これは４つの動作中、アクセルを踏んでいる時間が最も長くなるためです。しかし、

燃費で見た場合には、アクセルの踏み方は発進・加速時より安定し、踏み込む量も少

なくなるため、燃費の良い状態を維持できる動作と考えられます。（高速道路を走行す

ると燃費が良いのはこの事によります。） 

③の減速の動作は、４つの動作の中で最も燃料を消費する割合が一番低いです。減速

は燃料をいちばん消費しない動作ということが分かります。 

最後に④の停止の動作は、車が停止しているにもかかわらず、燃料を消費する割合は

１５％も示しています。 




